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所有に関する行動の日中文化比較：子どもはいつ「中国人」になるか？ 

 

□ 二つの事例から □ 

 事例１ その場にいない友達の本を別の友達に貸してあげる（Ｄさん） 

 事例２ 友達がいないときに、友達の鞄の中に自分のセーターを入れておく（Ｇさん） 

□ 「文化的所有意識の法心理学：日中大学生の比較調査」(山本・片・小湊・渡辺 2008) □ 

 ☆上の２事例について日中の大学生に以下を問う 

   当該行為を行う人物の性格評価（２５項目） 

 ☆特徴的印象による人物像の日中対比 

 <日本> 「鈍感」で「変人」で「相手を侵害」しており、「好人物」とは正反対。 

     Ｄさんは「身勝手」でやや「無邪気」で、Ｇさんは「信用できない人」。 

 <中国> 「普通の人」で「情に厚く」「親切」。 

     Ｄさんは「自己主張が強く」少し「我が儘」で、Ｇさんは「気さくな人」。 

   ⇒ 同じ場面を見ても、そこから受ける印象が全く正反対。 

□ 「ズレの展開としての文化間対話」（山本・姜 印刷中） □ 

 ☆映画「あの子を探して（一個都不能少）」を見てその理解をめぐり日中大学生が討論 

 ☆問題シーン例 スカウトされた小学生を親に事前に断らずに町の体育学校に行かせる 

 ＜日本＞ ありえない。利権が絡む？ ＜中国＞ 村の状況を見れば全く問題ない 

    ⇒ 「子どもは誰のもの？」 

□ 「他人のもの」について、それをどう扱うかについて □ 

 ＜日本＞ 個人間の垣根が高い ＜中国＞ 個人間の垣根が低い 

□ 「垣根」の高さの違いはいつから生まれるのか？ □ 

 ☆日本も中国も１才半くらいから以下のような行動の変化 

     「いきなり奪う」 → 「相手を否定して奪わなくなる」  

    ⇒ 系統発生的にも単純な「弱肉強食」は否定されていく 



     「弱肉強食」の市場経済システムも「法の下の平等」が不可欠の基礎 

□ 「平等」な関係の作り方に大きな文化差 □ 

  ☆２歳の段階で日中間に統計的に有意な差 

  ＜日本＞ 相手に断ってから物を獲得 （遠慮の関係） 

  ＜中国＞ 余り断らずお互い自由に使い合う （你我不分の世界） 

□ 「友達のために」正反対の行動を取る 

  ＜日本＞ 相手に気を遣わせて悪いからおごらない 

  ＜中国＞ 相手のことを思っておごる 

□ 文化的に成立する倫理感情 □ 

 ある行為への倫理的感情判断は、その社会の人の助け合いや関係調整のやり方に根ざし、  

 きわめて早い段階から文化的に成立するもの。異なるやり方の間に優劣はない。 

 その違いをどうお互いに自覚・認識し、差を豊かな多様性として構成するかが課題。 

 

 

 


